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pも,B ∝ e-L(AL)/fBO , (♂-1/SB(A))o (4)
となる｡添字Bは,各量がS(A)を上述の意味で最大化して得られたことを示すoLB は符号


































Kは平衡定数 (- kbmke机/kmbkme)であるo 一般に,後膜において,多数のシナプス前膜
で放出された伝達物質による影響,及び伝達物質以外のイオンによる拡散電位の影響があり,
これ等を環境の "ゆらぎ〝として考慮し,M,B,Eをランダム変数とする分布関数W(M,tB,
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非平衡状態にある系で,緩和過程の各種ステージを特徴づける空間あるいは時間サイズがそ
れぞれのステージで明確に分離されているかぎり,粗視化の手法に scalingexpansion
methodl)は有効である｡ 観たいステージを表わすパターンに特徴的なサイズで scalingをく
りかえすことにより,対応するパターンの形成過程とそれを記述する決定論的径路およびゆら
ぎに関する閉じた方程式を定めることができる｡
ここでは,各種パ ターンを特徴づける決定論的径路を線型近似の範囲内で論ずれば,これが
そのまわりのゆらぎの従 う運動方程式に一致することを報告する｡
Onsagerの regressionoffluctuationsの仮定が, ただたんに熱平衡状態においてのみ
いえたことに対し,本報告ではこれが拡張できて,着目する各ステージそれぞれにおいて成立
していることが,マスター方程式できまる微視的立場からいえたわけで,このことは非平衡系
の緩和過程を scalingexpansionmethodにより粗視化をくりかえすことにより組織的に論
じ,regressionofflucfuationsの仮定から, 仮定の枠をとりはずす一般化が行えたことも
意味する｡
体系を記述する巨視的変数Aはあらゆる時間 ･空間モー ドを含み,これは,調べたいサイズ
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